
2026年 10月 28日 

お客様各位 

 
株式会社ジャパン・セキュリティシステム 

 

 

PHPの脆弱性に関する影響について 
 

 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび公表された PHP の脆弱性（CVE-2026-109618 および CVE-2026-109619、通称「PHP2Shell」）につき

まして、下記の当社製品およびサービスに影響がないことをお知らせいたします。 

 

1. 対象製品及びサービス 
 

本ご案内の対象製品およびサービスは、以下のとおりです。 

 

対象 本脆弱性による影響 

JS/PFシリーズ及び 関連ソフトウェア 影響はありません 

BEYONDシリーズ及び 関連ソフトウェア 影響はありません 

ReTailaシリーズ及び 関連ソフトウェア 影響はありません 

JSS クラウドサービス 影響はありません 

 

2. 本声明の対象範囲 
 

本声明は、上記の脆弱性に関する、上表の製品およびサービスへの影響についてお知らせするものです。 

その他の脆弱性や、上表に記載のない製品・サービスは対象としておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

以上 


